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学校教育目標 めざす学校像

創 【未来を拓く】 基本理念【ひとりの生徒を 粗末にしたとき 教育は その光を失う】

～輝く瞳、笑顔とあいさつ、光る汗～ (1)学力向上に努める学校
めざす生徒像 「気づき 考え 行動する」生徒 (2)あいさつと歌声が響く学校

(1)学び合い、高め合う生徒⇒輝く瞳・・・・・（知） (3)安全で安心してすごせる学校

(2)認め合う、心豊かな生徒⇒笑顔とあいさつ・（徳） (4)清潔で花いっぱいの学校

(3)心身共に健康な、たくましい生徒⇒光る汗・（体） (5)地域とともに歩み、信頼される学校

言葉遣い ４ 私たち大人が見本となっていますか？

１ コミュニケーションの基本 時々、子どもには聞かせたくないような乱暴な言
葉遣いをしたり、丁寧な言葉を使って話そうとしな

私たちは言葉で日頃から周囲の人と交わっていま い大人がいたりします。親が子どものことをいつも

す。言葉は、自分の気持ちや考え、感情までも相手 意識して日頃の言葉遣いに注意している場合と、自

に伝え、人との関わりを深めることのできるコミュ 分の思いに任せた自由勝手な言葉遣いをする場合と

ニケーションの基本です。大人になるということは、 では、子どもが身につける言葉遣いに違いが出ます。

人と人との付き合いがきちんとできること、そのと そして、言葉に対する意識、感性は大きく異なって

き大切になるものが言葉遣いであるということを子 いくものです。私たち大人は“言葉遣いは子どもに

どもたちにしっかり認識させたいものです。 とって大切な言語環境である”ということをしっか

り認識しておきたいものです。

２ 家庭の中での言葉遣いを大切にしてい
ますか？ ５ 気になる言葉遣いはその時に注意

子どもたちの言語環境を考えたとき、言葉につい “今の言葉はふさわしくないなぁ、もっと他の言

て学習する機会が多い場所は、家庭と学校です。特 い方をしたほうがいいよ”という具合に、我が子の

に家庭で、おじいちゃん、おばあちゃんをはじめ世 言葉遣いを注意した経験はありませんか。言葉遣い

代の異なる人との会話、親との会話により言葉遣い が悪い時に、そのまま何も言われずに済まされた子

を学んでいるのです。“家族だからそんなに言葉遣い どもは、同じような場面でもまた似たような言葉遣

に気を遣わなくてもいい”という考えもあるでしょ いをすることになります。気になった言葉遣いはす

うが、いかがなものでしょうか。“家庭こそ言葉遣い ぐその場で注意してあげ、より適切な表現を教えて

の基礎を学ぶ場”なのです。家庭は“子どもたちの あげることが言葉の大切なしつけといえます。それ

言葉遣い”について考え、適切な言葉の表現を身に をいつも実行したいものです。

つけさせる場なのです。 （千葉県教育委員会家庭教育支援資料より）

３ ひとことの重み

たったひとことが相手の心を傷つけ、たったひと 今年、国語科で人権作文の募集を行いました。選

ことが相手の心を勇気づけることがあります。「言葉 ばれた作文の中に「言葉の力」という題の作文があ

は使い方次第で良薬にも毒薬にもなる」ということ りました。その作文中に「言霊」という言葉が出て

です。中学生は誰にでも、友人の何気ないひとこと きます。

で、いたく心を傷つけられたり、その逆にとても大 「言葉には、魂があり、発した言葉どおりになる力

きな勇気や元気をもらったりといった経験があるは がある」と書かれていました。

ずです。そのような経験を語り合い、言葉の持つ重 私達教職員も含めて、言葉に

みを親子で共有したいものです。 ついて、考えます。
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